
ʬ݄ࠓͷւ上҆શඪޠʭ ～ ＬＪ（ライフジャケット）着用 習慣化されましたか？ ～
ライフジャケット着用義務化。でも、つい忘れてしまうのが人間です。
出漁時の習慣作業にしましよう！

では、今月も安全操業で！
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５
月
号
の
「
よ
う
そ
ろ
」
寄
稿
お
願
い
し
ま
す
。
き
た
か
～
。

　

そ
ろ
そ
ろ
声
が
か
か
る
こ
ろ
だ
な
と
思
い
つ
つ
も
、
普
段
か
ら
何
も
考

え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
ざ
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
が
、
全
く
指
が
動
か

な
い
。
思
考
停
止
状
態
が
続
く
、
ま
だ
締
め
切
り
ま
で
日
に
ち
が
あ
る
な

と
思
い
つ
つ
、
気
が
付
け
ば
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
突
入
急
が
ね
ば
…
。

　

こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
が
な
い
私
で
す
が
、
４
ヶ
月
ほ
ど
前
に
行
っ
た 

Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
以
前
よ
り
気
に
な
っ
て
い
た
自
宅
廊
下
の
壁
ド
ン
（
壁
穴
）、
の
修
理
を
業
者
に
頼
も

う
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
折
に
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
で
、
漫
才
師
の
尼
神
イ
ン
タ
ー
渚

と
魔
裟
斗
が
、
壁
ド
ン
の
修
理
を
行
っ
て
い
る
場
面
を
観
て
こ
れ
な
ら
で
き
る
と
思
い
、
自
分
で
修
理 

（
Ｄ
Ｉ
Ｙ
）
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
一
念
発
起
。

　

ま
ず
は
修
理
方
法
をY

ouT
ube

な
ど
で
プ
ロ
が
解
説
し
て
い
る
映
像
を
何
度
も
見
て
、
剥
が
し
、
入
隅
、

出
隅
の
張
り
方
、
あ
い
裁
ち
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
処
理
方
法
な
ど
の
作
業
を
学
習
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え

れ
ば
意
外
と
簡
単
に
で
き
る
こ
と
確
認
し
た
う
え
で
、
石
膏
ボ
ー
ド
と
地
ベ
ラ
や
撫
で
バ
ケ
な
ど
の
道
具

を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
、
ク
ロ
ス
は
、
ネ
ッ
ト
（
モ
ノ
タ
ロ
ウ
）
で
業
務
用
を
購
入
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
費
用
は
、
道
具
に
４
千
円
程
度
と
材
料
代
に
３
千
円
程
度
で
し
た
。

　

１
日
目
に
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
穴
の
開
い
た
箇
所
を
大
き
め
に
四
角
に
成
形
し
て
裏
に
強
化
用
の
板
を

ビ
ス
止
め
、
そ
の
個
所
に
同
じ
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
た
石
膏
ボ
ー
ド
を
は
め
込
み
、
隙
間
を
パ
テ
埋
め
し
、

乾
燥
後
に
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
平
ら
に
し
て
穴
の
修
理
が
終
了
。

　

２
日
目
は
、
壁
一
面
（
面
積
５
㎡
の
程
度
）
の
ク
ロ
ス
剥
が
し
・
下
処
理
・
糊
付
け
・
張
り
の
順
に
丸

１
日
か
け
て
ク
ロ
ス
の
張
替
を
行
い
修
理
が
終
了
し
ま
し
た
。
部
屋
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
糊
付
け

作
業
は
大
変
で
し
た
が
、
ク
ロ
ス
剥
が
し
が
す
ご
く
気
持
ち
よ
く
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
し
た
し
、
出

来
栄
え
は
、
上
々
で
申
し
分
な
く
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
の
張
替
に
は
古
い
ク
ロ
ス
を
剥
が
さ
ず
に
そ
の
上
に
張
る
ク
ロ
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
回

は
壁
ド
ン
の
修
理
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
、
壁
一
面
の
ク
ロ
ス
を
剥
が
し
て
張
替
え
る
従
来
の
方
法
で
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ロ
ス
の
張
替
え
が
癖
に
な
り
、
そ
の
後
、
長
め
に
購
入
し
て
余
っ
て
い
た
ク
ロ
ス
で
玄
関
の
壁

の
張
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
兼
ね
て
部
屋
の
ク
ロ
ス
を
順
次
張
替
え
て

行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ク
ロ
ス
剥
が
し
の
気
持
ち
良
さ
で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
と
う
ま
く
で
き
た
達

成
感
。
そ
し
て
何
よ
り
壁
が
き
れ
い
に
な
り
家
族
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
一
番
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
も
試
し
に
自
宅
の
ク
ロ
ス
の
張
替
え
に
挑
戦
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

表紙の言葉
「鎧漁港と鯉のぼり」（香美町）

No.739   May. 2018

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

指
導
部 

部
長　

田 

中　

久 

善

撮影協力：ＪＦ兵庫漁連 岡野 章氏

　兵庫県香美町のJR鎧駅から撮影した鎧漁港と鯉のぼ
りです。（鯉のぼり小さくてすみません）
　香美町鎧地区では、地元の住民らが子供たちの健やか
な成長と地域の活性化を願って、毎年鯉のぼりを掲げてい
ます。この海上を優雅に泳ぐ鯉のぼりは全国的にも珍しい
そうです。潮風に揺られ春の穏やかな日本海を望みなが
ら泳ぐこいのぼり。おもしろそうに およいでる♪

	 ２	 ようそろ

	 ３	 平成30年度	県功労者表彰
	 	 ひょうご豊かな海発信プロジェクト協議会設立総会

	 ４	 平成29年度	のり共販終了

	 ５	 オーストラリア	カキ生産者	伊保漁協水産研究会視察
	 	 お魚かたりべ	感謝状受賞

	 ６	 系統・漁協新人職員紹介

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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3

　兵庫県は５月３日（木）、「平成30年度県功労者表彰」
の受賞者の発表を行い、水産関係からJF家島の中村代
表理事組合長が選ばれました。なお、授賞式は５月18
日（金）に神戸市中央区の県公館で行われました。

　
平
成
30
年
４
月
10
日
（
火
）、
兵
庫
県
水

産
会
館
に
て
、
豊
か
で
美
し
い
海
の
理
念
を

広
く
県
民
に
啓
発
し
、
県
内
水
産
物
の
消
費

を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
に
と
し
た
、「
ひ
ょ

う
ご
豊
か
な
海
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
は
、
兵
庫
県
農
政
環

境
部
農
林
水
産
局
水
産
課
、
兵
庫

県
農
政
環
境
部
環
境
管
理
局
水
大

気
課
、
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
、
神
戸
市

経
済
観
光
局
農
政
部
農
水
産
課
、

明
石
市
市
民
生
活
局
産
業
振
興
室

水
産
課
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
会

長
に
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々 

淳

専
務
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
森
や

街
か
ら
川
を
通
っ
て
流
れ
込
む
豊

富
な
栄
養
塩
と
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、

魚
、
海
藻
等
と
の
食
物
連
鎖
や
、

砂
浜
や
藻
場
、
干
潟
に
よ
る
水
質

の
浄
化
や
二
酸
化
炭
素
の
取
り
込

み
な
ど
、
海
の
様
々
な
働
き
を
見

つ
め
直
し
、
た
く
さ
ん
の
恵
み
を

得
る
こ
と
の
で
き
る
私
た
ち
の

「
豊
か
で
美
し
い
海
」
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
県
民
の
み
な
さ
ん
と
考
え
る

た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
企
画
し
て
い
き

ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

協
議
会
設
立
総
会

　

～
豊
か
な
海
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

【農林水産功労】

　中村　利公 様
　（JＦ家島代表理事組合長）

平成30年度  県 功 労 者 表 彰
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今
期
の
ノ
リ
養
殖
を
締
め
括
る
共
販
と

な
る
第
14
回
乾
の
り
入
札
会
が
、
５
月
８

日
（
火
）、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
流
通
セ
ン

タ
ー
（
播
磨
町
）
に
お
い
て
行
わ
れ
、
約
96

名
（
42
社
）
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

日
の
入
札
会
に
は
４
、８
８
３
万
枚
が
上
場

さ
れ
、
共
販
金
額
は
３
億
６
、１
２
１
万
円

（
平
均
７
・
39
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
漁
期
は
、
昨
年
度
の
原
料
不
足
の
影
響

か
ら
、
や
や
高
め
の
相
場
で
始
ま
り
、
概
ね

順
調
な
生
産
を
継
続
し
終
漁
を
迎
え
ま
し

た
。
今
漁
期
と
お
し
て
の
兵
庫
県
の
り
共

販
は
生
産
枚
数
16
億
９
、８
２
７
万
枚
（
昨

年
比
２
億
５
、７
５
３
万
枚
増
）、
共
販
金

額
１
８
６
億
９
、６
６
９
万
円
（
昨
年
比
：

19
億
１
、８
９
８
万
円
増
）、
平
均
単
価
は

10
・
98
円
と
な
り
、
共
販
金
額
は
平
成
12
年

度
以
来
１
８
０
億
円
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
最
終
共
販
の
挨
拶
に

立
っ
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼 

政
男
代
表
理
事
会

長
は
、
今
漁
期
を
振
り
返

り
「
時
化
の
多
い
漁
期
で

あ
っ
た
が
昨
年
以
上
の
枚

数
、
金
額
を
達
成
で
き
た

の
は
ノ
リ
商
社
の
方
々
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か

げ
」
と
入
札
商
社
の
皆
様

へ
感
謝
を
示
し
、「
来
期

も
商
社
の
み
な
さ
ん
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
、
良
い
ノ
リ
づ
く
り
に

努
力
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
続
く
、
兵
庫
県
海

苔
入
札
指
定
商
組
合
の
松

谷  

晃
理
事
長
（
松
谷
海

苔
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

は
「
全
国
生
産
の
２
割
を

占
め
る
兵
庫
ノ
リ
が
な
け

れ
ば
業
界
は
成
り
立
た
な

い
。
今
後
も
高
品
質
、
潤

沢
な
ノ
リ
生
産
を
期
待
す

る
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

平成29年度 兵庫県乾のり共販結果
共販年度 共販枚数 共販金額 平均単価

本　
県

平成29年 16億9,827万枚 186億9,669万円 10円98銭
平成28年 14億4,074万枚 167億7,771万円 11円61銭
平成27年 14億9,989万枚 158億2,923万円 10円52銭

全　
国

平成29年 74億5,186万枚 976億9,741万円 13円11銭
平成28年 74億6,324万枚 997億8,724万円 13円10銭
平成27年 73億6,863万枚 850億0,359万円 11円54銭

（平成30年５月８日現在）

平成29年度�のり共販終了
　～今漁期は約17億枚を生産し終漁～

挨拶を行う田沼会長挨拶を行う松谷理事長



　

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
４
月
26
日
、

SEAT-CLUB

お
魚
講
師
に
登
録
さ
れ
て

い
る
「
お
魚
か
た
り
べ
」
の
方
々
に
、
長

谷
成
人
水
産
庁
長
官
か
ら
送
ら
れ
た
感
謝

状
の
受
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
産
庁
で
は
、
水
産
物
を
消
費
拡
大
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
魚
の
国
の

し
あ
わ
せ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
魚
離
れ
」
を
食

い
止
め
る
た
め
、魚
と
地
域
の
結
び
つ
き
、

漁
業
の
歴
史
・
体
験
の
継
承
な
ど
、
多
様

な
魚
食
文
化
の
普
及
・
伝
承
に
取
り
組
む

方
々
を
水
産
庁
長
官
が「
お
魚
か
た
り
べ
」

に
任
命
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
魚
食
普
及
の
自
主

的
な
取
組
を
後
押
し
す
る
も
の
で
、
今
回

の
感
謝
状
は
２
月
15
日
に
全
国
１
３
８
人

い
る
「
お
魚
か
た
り
べ
」
全
員
に
、
日
頃

の
活
動
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
お
く
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
日
の
受
賞
式
に
あ
た
っ
て
は
、
水
産

庁
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所
の
江
口
静

也
所
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
お
魚
講
師

15
名
の
う
ち
、「
お
魚
か
た
り
べ
」
と
し

て
任
命
さ
れ
て
い
る
７
名
に
感
謝
状
が
手

渡
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
お
魚
講
師
を
代
表
し
て

福
永
美
枝
子
氏
よ
り
「
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
人
に
、
魚
の
お
い
し
さ
や
魅
力
を
伝
え

る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
式
の
後
は
、
引
き
続
き
水
産
庁
瀬

戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所
の
江
口
静
也
所

長
よ
り
「
日
本
の
水
産
物
の
消
費
動
向
」

や
「
魚
の
国
の
し
あ
わ
せ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
報
告
」に
つ
い
て
講
演
が
な
さ
れ
、

お
魚
講
師
か
ら
も
様
々
な
質
問
が
あ
り
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

「
お
魚
か
た
り
べ
」
に
任
命
さ
れ
て
い

る
の
は
全
国
で
１
３
８
名
（
Ｈ
30
・
３

月
末
現
在
）、
兵
庫
県
に
お
い
て
は
東

京
の
29
名
に
次
い
で
多
い
22
名
が
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
20
日
（
金
）、
伊
保
漁
協
水

産
研
究
会
（
大
西 

正
起
会
長
）
の

も
と
へ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
式
カ
キ
養
殖

資
材
の
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ａ
ジ
ャ

パ
ン
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
カ
キ
生

産
者
が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の

視
察
は
、
大
西
会
長
が
１
月
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
カ
キ
養
殖
場
視

察
や
市
場
調
査
（
拓
水
７
３
７
号
参

照
）
し
た
こ
と
が
縁
で
行
わ
れ
、
日

本
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
式
カ
キ
養
殖
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
西
会
長
か
ら
は
、「
日
本
で
は

カ
キ
は
む
き
身
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
だ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
ハ
ー
フ
シ
ェ
ル
で
前
菜
と
し
て

生
食
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
日
本

で
も
ハ
ー
フ
シ
ェ
ル
で
生
食
用
と
し

て
出
荷
す
る
な
ど
普
及
活
動
も
検
討

し
た
い
」、「
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
開
閉
口

が
壊
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
部
品
交
換
で
き
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
」等
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
へ
の
付
着
物
の

多
さ
が
課
題
で
あ
る
と
伝
え
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
冷
や
す
こ
と
で
付
着
物
を
落
と
す
こ
と

が
あ
る
と
の
話
を
聞
き
、
高
温
水
で
付
着
物
を
落

と
す
日
本
と
は
真
逆
の
方
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
Ｊ
Ｆ
伊
保
前
の
岸
壁
に
移
動
し
、
設

置
し
て
い
た
カ
キ
を
引
き
揚
げ
身
入
り
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
カ
キ
は
沖
の
漁
場
で
サ
イ
ズ
選
別
時

に
小
さ
か
っ
た
も
の
を
岸
壁
に
設
置
し
た
カ
ゴ
に

入
れ
て
い
た
も
の
で
半
年
く
ら
い
の
状
態
の
も
の

で
あ
る
と
説
明
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
カ

キ
生
産
者
は
「
半
年
で
こ
の
サ
イ
ズ
に
成
長
す
る

と
は
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
。
す
ば
ら
し
い
海
だ
」
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
の
漁
業
者
が
カ
キ
生
産

に
関
わ
る
技
術
交
流
を
継
続
し
、
あ
ら
た
な
技
術

開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

お
魚
か
た
り
べ�

感
謝
状
受
賞

オーストラリア�カキ生産者�伊保漁協水産研究会視察

拓水739号（2018年５月）5
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

新たに採用された職員の
皆さんをご紹介します

ＪＦ神戸市
事業部 販売購買課

永
なが

井
い

　大
だい

智
ち

　４月より、入組しまし
た、神戸市漁協組合事業
部販売購買課の永井と
申します。
　至らない点など多々あるかと思いますが、
毎日一生懸命頑張りたいと思います。どう
ぞ、よろしくお願いします。
趣味：�スポーツ（昔はラグビー、現在はサッ�

カー、フットサル、テニス。
　　　観戦はどのスポーツも好きです。

ＪＦ神戸市
加工課

岡
おか

部
べ

　良
りょう

紀
き

　４月から加工課
に所属しました。こ
れから加工課の一員として業務を
遂行していきたいと思います。

ＪＦ神戸市
管理部 総務課

髙
たか

橋
はし

　綾
あや

菜
な

　神戸市漁業協同組
合、管理部�総務課に昨
年11月に入りました髙
橋綾菜と申します。事
務所受付で水産会館の受付を毎月初旬に
行っております。他にも喫茶うず潮の利用
に関わる業務をしております。今後の抱負
といたしましては、皆様のお役にたてるよ
う幅広く仕事を覚え、神戸市漁協の施設を
さらに快適に利用してもらえるようにしま
す。どうぞよろしくお願い致します。

ＪＦ神戸市
事業部 販売購買課

松
まつ

山
やま

　玲
あき

也
や

　今年の４月から神
戸市漁業協同組合に
勤務しています。入組してまだ間もない
のでわからなことだらけですが、日々成
長できるように頑張りたいと思います。
　ご迷惑をおかけすると思いますが、今
後ともよろしくお願いします。

ＪＦ明石浦
総務部

村
むら

田
た

　延
のぶ

郎
お

　平成29年12月よ
り総務部に勤務し
ております。
　１日でも早く組合員の力になれる
よう、研鑽に努めてまいります。
　どうそ宜しくお願い致します。

ＪＦ明石浦

山
やま

内
うち

　美
み

実
み

　３月から職員として働
かせて頂いております。
それまでは約４ヶ月間�
アルバイトとして働いていたので、その経験を
生かしつつ、更にレベルアップ出来る様に頑
張っていきます。
　力のいる職場ですが、男性に負けない位力
をつけることはもちろん、魚に対する知識も
つけて出来る作業を増やしていきたいです。

業務部

ＪＦ明石浦
業務部

麻
お

植
え

　千
ち

波
なみ

　今年４月から明
石浦漁協に勤務し
ています。まだまだ分からないこと
だらけで、何かとご迷惑をおかけす
るかと思いますが、１日１日成長して
いけるように頑張ります。よろしく
お願いします。

ＪＦ林崎

片
かた

岸
ぎし

　拓
たく

哉
や

　２月から組合の職
員として勤務しており
ます。仕事に慣れないうちは皆さんに迷
惑をおかけすると思いますが、１日でも
早く戦力になれるよう努めていきますの
で、ご指導ご鞭撻よろしくお願い致しま
す。

総務部 指導課

ＪＦ坊勢

小
こ

林
ばやし

　大
たい

河
が

　坊勢漁業協同組合
に就職してから７か月
が経ちました。最初は
学生時代とは違った環境に戸惑うこと
も多々ありましたが、先輩方から厳しく
指導していただき、日々成長を実感して
います。まだまだ若輩者ではありますが
速く先輩方に追いつくようにこれからも
責任感をもって勇往邁進していきます。

流通センター
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ＪＦ但馬
香住支所 庶務課

濱
はま

戸
と

　莉
り

穂
ほ

　漁業のことに関
してまだまだ分か
らない事ばかりですが、先輩方に教
えていただきながら一日でも早く一
人前の職員になれるよう頑張りた
いと思います。どうぞよろしくお願
い致します。

ＪＦ但馬
統括本部 総務課

村
むら

瀬
せ

　友
とも

則
のり

　システムエンジニ
アからの転職で、漁
業関係について勉強することが多く
ありますが、ＩＴスキルや仕事の進
め方など前職の経験を活かしてい
きたいと思っています。

系統・漁協

新人職員紹介

ＪＦ赤穂市
事業所担当

白
しろ

木
き

　永
えい

悟
ご

　私は誰とでも仲
良くなれるという強
みがあります。その強みを活かして
漁師の方々と一日でも早く、良い関
係を築けるように頑張ります。その
ためにも気持ちの良い挨拶を心が
けます。

ＪＦ兵庫漁連

ＪＦ兵庫漁連

ＪＦ兵庫漁連

のり海藻部 のり共販担当

藤
ふじ

井
い

　健
けん

太
た

　小さい頃から魚が
好きで、休日は釣りに
行ったり、水族館や魚
を飼育したりするのが趣味です。のりの
知識はあまり無いので、最初は苦労する
とは思いますが、持ち前の向上心で、早
く一人前の職員になれるよう努めて参り
ます。

流通加工部 加工場

宮
みや

本
もと

　久
ひさ

輝
き

　１日でも早く立
派な職員になれる
よう、日々精進し、頑張ります。
　どうぞよろしくお願い致します。

石油部 西播磨給油所

草
くさ

加
か

　浩
こう

史
じ

　この度、西播磨給
油所に勤務になりま
した草加�浩史と申し
ます。アルバイト時代からの勤務です
が、職員となり、より一層本会に貢献で
きるよう努めていきますので、至らない
所もございますが、ご指導、ご鞭撻の
程、よろしくお願い致します。

ＪＦ但馬
津居山支所 加工場

神
かみ

矢
や

　正
まさ

一
かず

　組合員さんのた
めに、一日でも早く
業務になれ、お役に立てるように頑
張ります。
　どうぞよろしくお願いします。

ＪＦ但馬
香住支所 庶務課

山
やま

本
もと

　修
しゅう

司
じ

　11月より但馬漁協
香住支所�庶務課に
勤務しております。
色々な業務に携わることとなり、日々
勉強する毎日ですが、前職での経験
を活かしつつ、努力を怠ることなく精
一杯頑張りますので、よろしくお願い
します。

ＪＦ坊勢

上
うえ

田
だ

　悟
のり

嵩
たか

　私は高校で１年間
運動部に所属していま
した。その運動部では
走り込みや筋トレなどをやり、体力をつ
けすぐにえびすのレンガイでバイトをし
ていました。
　この経験を組合の方でいかしていき
たいと考えています。

流通センター

ＪＦ南あわじ

山
やま

口
ぐち

 志
し

津
づ

香
か

　平成29年９月に南
あわじ漁業協同組合
に入組しました。
　漁業や漁船保険について初めてのこ
とばかりですが、スムーズに事務処理が
できるよう頑張っていこうと思っていま
す。
　よろしくお願い致します。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

日本漁船保険組合
但馬支所

田
た

渕
ぶち

 龍
りゅう

太
た

郎
ろう

　平成29年10月よ
り但馬支所に入組
しました。丁寧・正確さを心がけて
やっていきたいです。他の組織とも連
携して業務にあたっていきたいです。

ＪＦ兵庫漁連

八
や

木
ぎ

　允
まさ

史
し

　この度、流通加
工部�パスカルさん
だ店に勤務になりました。八木�允
史と申します。
　魚食文化の普及に貢献していき
たいと思っています。宜しくお願い
します。

流通加工部 
パスカルさんだ店

ＪＦマリンバンクなぎさ
営業部 業務課

玉
たま

井
い

　將
まさ

之
ゆき

　平成29年10月より
お世話になっており
ます玉井將之と申し
ます。見た目と年齢はいっております
が、この業界で働く事は未経験で何も
分かっておりません。今までの経験や忍
耐力を生かし日々精進して参ります。ご
迷惑をおかけする事が多々あると思い
ますが、宜しくお願い致します。

兵庫県漁業共済組合
総務課

真
さな

田
だ

　恵
え

利
り

　入組して少し経
ちましたがまだま
だわからないことだらけです。その
ような中でも先輩方にたくさんお話
しを聞き知識を増やして、いち早く
戦力になれるよう精一杯頑張りま
すのでよろしくお願い致します。

ＪＦマリンバンクなぎさ
営業部 業務課

仲
なか

西
にし

　悠
はる

香
か

　右も左もわから
ない状態ですが、
とにかく１日でも早く仕事を覚え、
自分にできる事を精一杯頑張りま
す。

ＪＦマリンバンクなぎさ
営業部 業務課

南
みなみ

山
やま

　幸
こう

太
た

　まだまだ不安な
ことや、慣れないこ
とがありますが、早く業務を覚えて
多くの漁業関係者の方々をサポート
出来るように精一杯頑張りたいと思
っています。よろしくお願いいしま
す。

ＪＦマリンバンクなぎさＪＦマリンバンクなぎさ
浜坂営業店

藤
ふじ

原
わら

　尚
なお

子
こ

　勉強する事が沢
山あり頭はオーバー
ヒート気味ですが、新しい浜坂道路
を快適に通勤しています。
　高年令な新人ですがよろしくお願
いします。

ＪＦマリンバンクなぎさ

ＪＦマリンバンクなぎさ
但馬支店

武
たけ

中
なか

　克
かつ

成
しげ

　３月から但馬支店
に勤務しています。
　まだまだ分からない事も多く周りに
迷惑をかけていますが、早く仕事を覚え
戦力となれるように精一杯頑張っていき
ます。
　よろしくお願い致します。

ＪＦマリンバンクなぎさ
西浦営業店

花
はな

立
たて

　裕
ひろ

美
み

　漁業に関して知
らない事も多いな
か、周りの方々には温かく接してい
ただき感謝しております。
　１日でも早く、皆様のお役に立て
るよう頑張ります。宜しくお願いい
たします。

柴山営業店

竹
たけ

内
うち

 美
み

智
ち

華
か

　平成29年９月より
勤めさせていただい
ています。
　まだまだ覚えることも多いですが、浜
の皆様から元気をいただきつつ、一日で
も早く戦力となれるようがんばっていき
たいと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。

淡路島支店

吉
よし

岡
おか

　真
ま

由
ゆ

　笑顔で元気に組
合員のみなさんに
安心していただけるよう努めます。
　一生懸命がんばりますので、よろ
しくお願いします。

ＪＦマリンバンクなぎさ
営業部 融資課

山
やま

本
もと

　実
み

樹
き

　大好きな融資業
務に携わり、同じ係
りの人達と毎日楽しく仕事をしてい
ます。
　早く一人前になって皆様のお役に
立つよう頑張りたいです。
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若手農業者の声を県や国へ
―県農協青壮年部協議会が―

沖縄で命の尊さを深く知る
虹っ子平和スタディツアー

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　コープこうべは、「平和のカンパ」の助成を受け

て３月26日（月）～28日（水）、「虹っ子平和スタデ

ィツアー in 沖縄」を開催。小学生～高校生17人

が参加しました。

　初日はひめゆり平和祈念資料館や沖縄県平和

祈念資料館で沖縄戦について学習。２日目は対馬

丸記念館へ。「死ぬために生まれてきたわけでは

ないのに…」と語る語り部の話に耳を傾けました。

自然洞窟・糸数豪では、懐中電灯を消して暗闇に。

当時と同じ状況を体感して、戦争で亡くなった人々

の無念に思いを馳せました。

　最終日には「コープスもずく」を生産している 

恩
おん

納
な

村
そん

漁協を見学。豊かな里海の環境を守るため

の取り組みを学習し、サンゴの苗づくりなどを体

験しました。

　４月４日（水）には事後学習会を開催。参加者

それぞれの感想を共有する貴重な機会となりまし

た。

　※「平和のカンパ」組合員などで構成される「平

和企画の会」が毎年８月に、組合員にカンパの呼

びかけを行っています。カンパ金の使途について

も会で検討し、虹っ子スタディツアーやピースアク

ションなどに助成を行っています。

　ＪＡには、いろいろな組合員組織があります。

その中で、農業後継者など若手農業者による組織

がＪＡ青壮年部です。相互交流や自主的な学習活

動を行い、農業経営の安定を目指すとともに、地

域に根ざした活動に取り組み協同組合運動の一翼

を担っています。

　県内のＪＡ青壮年部を会員とする「兵庫県農協

青壮年部協議会（以下、「県青協」）」は1957年に

設立され、昨年、発足60周年を迎えました。現在、

県内４ＪＡの５つのＪＡ青壮年部に164人の盟友が

います。

　県青協では、地域を超えた情報交換や学習活

動を行うとともに、若手農業者の声を結集し、県

や国に対する要請活動も行っています。昨年、県

内で甚大な台風被害が発生しましたが、農業復興

支援策を要請し、県による緊急対策事業が実現し

ました。

　平成30年度は、ＪＡ青壮年部の地域活動を活

性化するとともに、大学生や消費者との交流や新

規就農者への支援など、組織の力を合わせて新た

な活動にもチャレンジする予定です。

旧日本軍の司令部跡で話を聞く参加者地域に根ざした活動に力を合わせて取り組むことを誓う県青協の役員



◆
昔
、
い
ち
早
く
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
「
伝
書
鳩
」を
使
っ
た
。
新
聞
社
で

は
通
信
用
に
軍
用
鳩
を
応
用
し
て
飼
育
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
《
鳩
通
信
》

と
し
て
大
い
に
活
躍
さ
せ
た
。
記
者
は
２
・
３
羽
を
取
材
先
に
持
っ
て
行
き
、

特
製
の
薄
紙
に
小
さ
く
記
事
を
記
し
て
足
輪
に
装
着
し
て
放
し
た
。
鳩
は
毎

分
１
キ
ロ
以
上
の
速
力
で
飛
び
、
一
度
に
２
枚
か
ら
３
枚
の
通
信
文
を
運
ん

だ
。
終
戦
直
前
、
広
島
原
爆
投
下
を
通
信
し
た
の
は
二
羽
の
伝
書
鳩
だ
っ
た
。

現
代
は
電
脳
時
代
で
あ
る
。
接
続
網
を
介
し
て
各
種
の
情
報
庫
に
入
り
、
一
瞬

に
し
て
有
ら
ゆ
る
情
報
が
手
に
入
る
。
個
人
電
脳
・
携
帯
電
脳
と
思
い
も
つ

か
ぬ
所
へ
電
脳
細
胞
が
忍
び
込
む
。
膨
大
な
情
報
に
振
り
回
さ
れ
惑
わ
さ
れ

る
。
対
象
を
見
極
め
る
事
が
重
要
に
な
る
。

◆
情
報
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
も
電
話

回
路
を
利
用
し
た
悪
質
な
騙
り
だ
。
人
を
騙
し
金
銭
を
搾
取
す
る
た
め
、
逼
迫

し
た
状
況
を
作
り
出
し
２
・
３
人
が
芝
居
を
演
じ
て
、
老
齢
者
を
ド
キ
リ
と
さ

せ
る
。お
芝
居
が
真
に
迫
っ
て
お
れ
ば
、切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
へ
追
い
込
ま
れ
、

身
内
の
者
を
助
け
た
い
と
思
わ
せ
る
。
環
境
作
り
の
巧
妙
さ
に
嘘
だ
と
見
抜

け
ず
、
金
銭
を
搾
取
さ
れ
る
事
と
な
る
。
弱
み
を
衝
か
れ
金
銭
で
解
決
を
得
る

と
信
用
さ
せ
ら
れ
た
ら
、
誰
で
も
が
被
害
者
と
な
っ
て
仕
舞
う
。
こ
の
人
を
想

う
心
を
、
愚
か
だ
と
笑
え
な
い
。
絶
妙
な
話
術
詐
欺
を
見
抜
く
の
は
至
難
の
技

と
い
え
よ
う
。

◆
昔
か
ら
『
風
邪
は
万
病
の
元
』と
い
う
。
風
邪
か
ら
殆
ど
の
病
気
が
起
き
る

よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
無
い
。
本
来
、
万
病
の
初
期

症
状
が
風
邪
に
似
て
い
る
た
め
、
た
か
が
風
邪
と
油
断
す
る
と
酷

い
目
に
遭
う
と
い
う
教
え
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
風
邪
症
候
群
を

甘
く
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
流
行
性
感
冒
な
ど
は
一
個
の
ウ
ィ
ル

ス
が
百
万
倍
に
も
な
る
繁
殖
力
を
持
っ
て
い
る
。「
言
葉
」を
単
純

に
受
け
取
る
危
険
を
言
い
た
い
の
だ
が
、
情
報
と
は
常
に
そ
う
し

た
過
ち
を
も
含
ん
で
い
る
と
心
得
た
い
。
役
立
つ
情
報
は
直
ぐ
に

も
取
り
入
れ
、
自
己
の
精
神
的
向
上
を
図
り
、
暮
ら
し
の
上
で
役
立

て
た
い
の
で
あ
る
。

◆
世
間
全
般
が
、
便
利
で
豊
か
で
飽
食
気
味
に
な
っ
て
仕
舞
い
、
不

自
由
な
事
は
殆
ん
ど
皆
無
に
な
っ
て
い
る
。
世
を
挙
げ
て
の
電
脳

社
会
は
便
利
こ
の
上
な
い
。
外
出
先
か
ら
炊
飯
器
や
風
呂
に
電
源

が
入
る
し
、
居
間
か
ら
直
接
注
文
で
買
い
物
も
可
能
だ
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）が
大
活
躍
。
大
量
の
情
報
か
ら
必
要
な
デ
ー
タ
を
選
抜
し

て
く
れ
る
。
溢
れ
る
情
報
か
ら
何
が
必
要
か
を
取
捨
選
択
、
確
実
な

回
答
を
導
き
出
す
。
振
り
回
さ
れ
ず
的
確
に
仕
分
け
る
判
断
能
力

が
必
要
で
あ
る
。
噂
話
は
嘘
八
分
で
本
当
二
分
と
い
う
。
誤
っ
た
も

の
も
有
り
、
惑
わ
さ
れ
ぬ
事
が
肝
要
だ
。
電
脳
細
胞
は
天
使
の
み
使

用
な
ら
良
い
が
悪
魔
も
使
う
。
情
報
と
は
物
体
で
は
な
い
か
ら
形

が
無
い
、
最
大
限
の
注
意
を
し
て
捉
え
利
用
す
る
の
が
コ
ツ
だ
。

००
写真と文

༡ํࢠ

情報社会になって…

鯉
の
ぼ
り

　
４
月
24
日（
火
）に
大
輪
田
塾
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の「
漁
船
保
険
概
要
」で
は
、日
本
漁
船
保
険
組
合 

兵
庫
県

内
海
支
所 

沢
辺 

義
典
支
所

長
よ
り
漁
船
保
険
制
度
の
創

設
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
や

保
険
・
再
保
険
の
仕
組
み
、

漁
船
保
険
の
種
類
や
保
険
料

の
国
庫
負
担
、県
内
の
支
払

い
保
険
金
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
第
２
部
の「
栄
養
塩
環
境

と
漁
業
」で
は
、
兵
庫
県
立

農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー 

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

反
田 

實
技
術
参
与
よ
り
海

の
栄
養
素
で
あ
る
窒
素
と
リ

ン
の
漁
業
生
産
と
の
関
連
性

や
環
境
基
準
と
類
型
指
定
に

つ
い
て
、改
正
さ
れ
た
瀬
戸

内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

の
課
題
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
塾
生
か
ら
は
、漁
場
で
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
発
生
状
況
に

つ
い
て
の
質
問
も
あ
り
、有

意
義
な
講
義
と
な
り
ま
し

た
。 「

漁
船
保
険
概
要
」
と

「
栄
養
塩
環
境
と
漁
業
」

漁船保険概要の講義栄養塩環境と漁業の講義
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